長崎医学の百年, 第三章 明治維新による機構改革, 第十六節　長谷川泰の来任と医学校の廃止 by 長崎大学 医学部 & 中西 啓
第
十
六
節
　
　
長
谷
川
泰
の
来
任
と
医
学
校
の
廃
止
第
十
六
節
長
谷
川
泰
の
来
任
と
医
学
校
の
癒
止
　
相
良
知
安
の
協
力
者
で
あ
っ
た
大
学
東
校
以
来
の
大
助
教
長
谷
川
泰
は
相
良
知
安
の
失
脚
と
共
に
左
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
の
長
崎
医
学
校
長
坂
井
直
常
は
長
谷
川
泰
の
校
長
発
令
後
も
引
続
き
文
部
省
七
等
出
仕
と
し
て
教
場
専
務
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
長
谷
川
泰
は
明
治
七
年
八
月
二
十
七
日
、
長
崎
医
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
横
浜
か
ら
舶
路
を
と
り
、
九
月
二
十
八
日
に
長
崎
に
着
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
明
轟
蘇
霧
課
霧
簿
」
に
第
芙
学
区
畢
校
の
用
紙
を
用
い
た
次
の
文
書
が
あ
る
。
　
当
学
校
長
文
部
省
六
等
出
仕
長
谷
川
泰
昨
廿
八
日
着
崎
致
し
候
為
御
心
　
得
御
通
達
二
及
候
也
　
　
　
七
年
九
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
医
学
校
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
六
等
出
仕
　
　
長
谷
川
　
　
泰
　
長
崎
医
学
校
長
被
　
仰
付
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
七
等
出
仕
　
　
阪
　
井
　
直
　
常
　
教
場
専
務
被
　
仰
付
候
事
　
　
右
之
通
本
省
汐
申
来
候
二
付
此
段
為
御
心
得
御
通
達
二
及
候
也
　
　
　
七
年
九
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
医
学
校
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
長
谷
川
泰
の
伝
記
と
し
て
は
『
長
谷
川
泰
先
生
』
そ
の
他
が
あ
る
が
、
抄
録
し
て
置
こ
う
。
長
岡
藩
医
阿
部
宗
達
の
門
人
長
谷
川
宗
済
（
後
に
上
京
し
て
竹
中
南
峯
に
従
学
し
た
。
）
の
長
男
泰
は
天
保
十
三
年
八
月
に
生
れ
た
。
藩
儒
鈴
木
弥
蔵
に
学
び
、
更
に
父
宗
済
に
漢
法
医
を
修
め
、
下
総
佐
倉
の
順
天
堂
に
文
久
二
年
に
遊
学
し
た
。
そ
こ
で
は
曽
っ
て
長
崎
に
遊
学
し
て
ポ
ン
ペ
に
教
を
受
け
た
佐
藤
尚
中
が
そ
の
養
父
泰
然
と
共
に
洋
医
学
を
伝
播
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
岩
佐
純
も
佐
々
木
東
洋
も
、
相
良
知
安
も
、
実
吉
安
純
も
同
門
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
中
に
五
年
間
、
教
育
を
受
け
た
長
谷
川
泰
は
江
戸
の
薩
藩
英
学
塾
に
学
び
、
慶
応
三
年
五
月
よ
り
幕
府
の
西
洋
医
学
所
に
お
い
て
松
本
良
順
の
指
導
を
受
け
た
。
翌
年
、
帰
郷
し
て
明
治
維
新
に
際
会
し
た
が
、
明
治
二
年
十
月
四
日
、
一264一
父
の
門
人
石
黒
忠
悪
等
と
共
に
大
学
少
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
一
月
、
大
学
中
助
教
に
進
み
、
更
に
四
年
七
月
十
七
目
、
大
学
大
助
教
に
昇
任
U
、
従
七
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
明
治
六
年
、
東
京
府
立
病
院
の
設
置
に
伴
い
、
岩
佐
純
が
そ
の
初
代
院
長
に
就
任
し
た
後
、
間
も
な
く
、
そ
の
後
を
襲
い
、
同
院
院
長
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
大
学
東
校
に
あ
っ
て
、
岩
佐
純
、
相
良
知
安
な
ど
と
そ
の
基
礎
を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
尚
中
、
渡
辺
洪
基
、
石
黒
忠
恵
及
び
知
安
の
弟
相
良
元
貞
と
共
に
幾
多
の
困
難
を
排
し
て
東
校
の
発
展
に
尽
し
、
特
に
藤
堂
家
の
屋
敷
に
ウ
ィ
リ
ス
が
陸
軍
病
院
を
司
っ
て
い
た
際
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
。
ハ
ー
ク
ス
が
ウ
ィ
リ
ス
に
対
す
る
最
高
の
保
障
を
明
治
政
府
と
契
約
し
て
い
た
関
係
上
、
ウ
ィ
リ
ス
は
侍
医
長
と
し
て
宮
中
に
入
り
、
軍
医
総
監
と
し
て
陸
海
軍
に
君
臨
し
、
大
学
教
授
と
し
て
医
学
教
育
を
支
配
せ
し
め
る
べ
き
筈
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
弁
才
が
あ
り
、
三
条
実
美
、
山
内
容
堂
等
高
官
の
信
任
厚
く
、
相
良
知
安
、
岩
佐
純
等
は
国
家
百
年
の
大
計
た
る
医
科
大
学
の
創
立
及
び
学
制
創
定
の
企
画
に
支
障
を
来
す
た
め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
医
道
取
調
御
用
掛
と
し
て
相
良
知
安
は
フ
ル
ベ
ッ
キ
を
尋
ね
、
ド
イ
ツ
医
学
輸
入
を
談
じ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
第
三
章
　
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
「
ド
イ
ツ
の
医
学
は
実
に
欧
洲
諸
国
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
」
旨
を
答
え
、
そ
の
理
由
を
詳
述
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
文
書
と
し
て
参
議
大
隈
八
太
郎
（
後
の
重
信
）
及
び
江
藤
新
平
に
請
い
、
そ
の
企
図
実
現
を
計
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
追
放
が
大
隈
、
江
藤
の
勢
力
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
相
良
知
安
は
長
谷
川
、
石
黒
の
二
人
と
議
し
、
ウ
ィ
リ
ス
の
講
義
を
嘲
笑
せ
し
め
た
。
叉
、
相
良
知
安
は
知
学
事
山
内
容
堂
を
訪
い
、
英
独
学
風
の
優
劣
を
論
じ
て
後
、
見
解
の
相
違
を
み
、
容
堂
の
免
官
が
発
せ
ら
れ
て
、
更
に
西
郷
隆
盛
の
居
中
調
停
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
ホ
フ
マ
ン
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
の
着
任
に
よ
り
、
相
良
知
安
の
企
画
は
実
現
さ
れ
た
が
、
容
堂
の
解
任
を
め
ぐ
っ
て
旧
土
佐
藩
士
の
反
感
を
買
い
、
数
ケ
年
後
、
そ
の
識
に
逢
っ
て
弾
正
台
に
拘
引
さ
れ
、
禁
獄
一
年
半
に
及
ん
だ
。
弾
正
台
長
河
野
敏
鎌
は
土
佐
出
身
で
、
相
良
知
安
の
関
与
し
な
い
大
学
会
計
事
務
官
森
之
介
（
薩
摩
出
身
）
の
官
金
消
費
を
取
上
げ
、
後
に
は
佐
賀
の
乱
に
お
い
て
江
藤
新
平
を
処
刑
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
藩
閥
の
み
な
ら
ず
、
学
閥
の
悪
弊
が
封
建
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
も
誠
に
寒
心
に
耐
え
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
他
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
多
い
こ
う
し
た
古
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第
十
六
節
　
　
長
谷
川
泰
の
来
任
と
医
学
校
の
廃
止
い
思
想
は
す
み
や
か
に
排
撃
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
は
な
お
こ
う
し
た
旧
い
時
代
の
思
想
が
尾
を
引
い
て
い
て
も
止
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
ヶ
が
、
現
代
の
よ
う
な
進
歩
的
な
社
会
に
あ
っ
て
も
尚
、
派
閥
を
論
じ
て
学
問
や
公
共
の
福
祉
を
考
え
な
い
一
部
の
人
が
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
封
建
的
な
考
え
方
を
保
持
し
続
け
て
い
て
は
社
会
の
進
歩
は
齎
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ウ
ィ
リ
ス
が
鹿
児
島
医
学
校
で
教
え
た
人
の
中
に
は
実
吉
安
純
、
高
木
兼
寛
等
が
い
て
、
海
軍
省
医
務
局
を
中
心
と
し
て
、
英
独
両
学
風
の
抗
争
を
引
起
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
ド
イ
ツ
医
学
移
入
に
当
っ
て
相
良
知
安
の
努
力
に
援
助
し
た
石
黒
忠
恵
、
長
谷
川
泰
は
漢
法
医
学
復
興
を
企
図
す
る
一
団
（
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
皇
漢
医
道
取
調
掛
）
に
関
し
て
大
学
本
部
を
難
詰
し
た
が
、
こ
の
時
は
獄
を
出
た
相
良
知
安
も
行
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
相
良
知
安
は
こ
れ
に
対
処
し
て
、
漢
方
医
の
繊
滅
を
期
し
、
漢
洋
両
医
の
対
決
を
以
て
し
た
。
こ
の
衝
に
当
っ
た
の
が
、
長
谷
川
、
石
黒
の
二
人
で
、
漢
方
医
は
十
二
人
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
漢
方
医
は
二
人
の
雄
弁
に
圧
倒
さ
れ
て
職
を
離
れ
、
洋
書
蘇
訳
補
助
掛
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
谷
川
泰
と
石
黒
忠
恵
は
相
良
知
安
の
下
獄
中
、
岩
佐
純
を
援
け
て
大
学
の
維
持
に
つ
と
め
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
着
任
後
は
両
人
を
使
咳
し
、
司
馬
凌
海
を
通
訳
と
し
て
相
良
知
安
の
釈
放
を
求
め
し
め
た
。
文
部
卿
大
木
民
平
（
後
の
喬
任
）
は
廟
議
に
謀
っ
て
弾
正
台
を
し
て
強
制
的
に
釈
放
せ
し
め
た
が
、
長
谷
川
泰
は
校
長
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
長
谷
川
泰
は
そ
の
後
も
ド
イ
ツ
医
学
移
入
に
努
力
し
、
博
物
学
教
師
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
、
理
学
教
師
コ
ッ
ヒ
ュ
ー
ス
、
ド
イ
ッ
語
及
び
ラ
テ
ン
語
教
師
フ
ン
ケ
、
薬
理
学
教
師
二
ー
ウ
ェ
ル
ス
を
招
き
、
本
科
、
予
科
の
教
程
を
整
備
し
た
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
は
厳
格
な
教
育
者
で
あ
っ
た
が
、
ホ
フ
マ
ン
に
は
矯
慢
な
面
が
あ
り
、
大
学
当
局
の
注
意
に
も
拘
わ
ら
ず
、
遅
刻
し
て
講
義
に
臨
ん
だ
。
そ
こ
で
長
谷
川
泰
は
教
場
の
入
口
に
立
ち
、
鞭
を
携
え
て
こ
れ
を
追
っ
た
の
で
、
真
面
目
に
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
蛮
骨
稜
々
、
圭
角
頗
る
多
い
相
良
知
安
に
対
し
、
長
谷
川
泰
も
亦
こ
れ
に
劣
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
文
部
卿
田
中
不
二
麿
が
大
学
事
務
官
九
鬼
隆
一
等
と
共
に
長
与
専
斎
を
相
良
知
安
に
代
え
し
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
長
谷
川
泰
は
一
流
の
毒
舌
を
以
て
大
衝
突
を
起
し
て
い
て
、
上
司
の
感
情
を
害
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
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長
谷
川
泰
は
長
崎
医
学
校
長
に
栄
転
の
形
で
追
放
さ
れ
た
。
明
治
七
年
八
月
二
十
七
日
、
前
記
の
よ
う
に
、
長
崎
医
学
校
長
を
仰
付
け
ら
れ
、
横
浜
よ
り
西
京
丸
に
搭
乗
し
て
長
崎
に
向
い
、
九
月
二
十
八
日
に
長
崎
に
着
い
て
、
翌
日
、
長
崎
医
学
校
よ
り
長
崎
県
に
対
し
て
そ
の
旨
、
報
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
処
が
、
十
月
十
二
日
、
長
崎
医
学
校
を
廃
止
し
、
病
院
は
征
台
の
役
に
お
け
る
兵
員
病
院
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
、
十
九
日
に
は
出
仕
を
免
ぜ
ら
れ
、
位
記
ま
で
返
上
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
こ
の
兵
員
病
院
使
用
の
こ
と
は
既
に
長
谷
川
泰
の
長
崎
医
学
校
任
命
の
前
か
ら
当
局
で
は
判
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
表
面
は
栄
転
の
形
を
と
り
乍
ら
、
実
は
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
長
谷
川
泰
は
文
部
当
局
に
対
し
て
噴
然
と
し
て
奇
策
を
め
ぐ
ら
し
た
。
即
ち
、
大
学
東
校
以
前
よ
り
幕
府
が
経
費
を
吝
ま
ず
整
備
し
た
医
学
教
育
施
設
た
る
長
崎
医
学
校
の
備
品
に
は
東
京
医
学
校
当
局
の
垂
誕
措
く
能
わ
ざ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
長
崎
医
学
校
の
廃
止
を
機
と
し
て
そ
の
備
品
の
全
部
を
東
京
医
学
校
に
移
管
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
後
の
吉
田
健
康
が
西
南
の
役
に
際
し
て
採
っ
た
措
置
と
同
じ
く
、
校
長
又
は
そ
の
補
佐
に
健
実
な
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
人
を
得
て
い
た
な
ら
ば
、
感
情
の
み
を
以
て
事
に
当
る
性
格
を
持
っ
た
長
谷
川
泰
や
当
事
者
の
悪
弊
は
制
御
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
東
京
医
学
校
に
長
崎
医
学
校
の
備
品
を
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衝
動
的
に
行
動
し
た
こ
と
は
派
閥
抗
争
に
明
け
暮
れ
た
当
時
の
人
人
の
風
潮
と
し
て
止
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
伝
統
あ
る
長
崎
医
学
の
研
究
の
場
を
破
壊
し
、
混
乱
せ
し
め
た
長
谷
川
泰
は
必
ず
し
も
最
適
の
教
育
者
で
あ
っ
た
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
奇
矯
な
人
は
教
育
者
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
断
じ
ら
れ
よ
う
が
、
政
治
的
な
才
腕
に
は
す
ぐ
れ
た
点
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
翌
春
、
帰
京
し
た
長
谷
川
泰
は
、
後
図
を
策
し
、
済
生
学
会
を
設
立
し
て
私
学
を
興
し
た
が
、
そ
の
後
は
余
り
医
学
教
育
の
成
果
を
完
う
で
き
ず
、
社
会
医
学
に
転
じ
た
。
学
問
と
政
治
と
の
不
調
和
は
悲
劇
を
齎
し
易
い
。
　
　
長
谷
川
泰
は
長
崎
を
去
つ
て
東
京
本
郷
に
居
を
構
え
、
済
生
学
舎
を
　
創
立
し
た
。
当
時
、
佐
藤
尚
中
の
佐
倉
順
天
堂
も
本
郷
湯
島
に
順
天
堂
　
病
院
を
建
設
し
て
お
り
、
東
京
に
お
け
る
医
学
教
育
機
関
は
東
京
医
科
　
大
学
の
他
に
は
学
歴
と
学
資
の
な
い
も
の
に
は
医
学
研
究
の
途
が
得
ら
　
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
谷
川
泰
は
私
学
を
起
し
て
医
学
生
を
教
育
　
し
よ
う
と
志
し
た
の
で
あ
る
。
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第
十
六
節
　
　
長
谷
川
泰
の
来
任
と
医
学
校
の
廃
止
　
明
治
八
年
二
月
、
医
術
開
業
試
験
規
則
が
制
定
発
布
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
計
画
に
丁
度
好
都
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
文
部
省
衛
生
局
長
の
任
に
あ
っ
た
長
与
専
斎
は
医
学
制
度
の
確
立
の
た
め
洋
式
医
学
教
育
を
得
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
開
業
を
許
可
し
な
い
方
針
を
以
て
臨
ん
だ
の
で
、
医
術
開
業
試
験
規
則
を
創
定
し
、
物
理
・
化
学
．
解
剖
．
生
理
，
．
病
理
・
内
科
・
外
科
及
び
薬
物
学
の
七
科
を
試
験
課
目
と
し
て
そ
の
開
業
資
格
を
定
め
た
。
　
長
谷
川
泰
が
本
郷
元
町
一
丁
目
六
十
六
番
地
に
小
校
舎
を
建
築
し
、
開
校
の
許
可
を
願
出
た
の
は
明
治
八
年
十
二
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。
許
可
は
同
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
が
、
翌
九
年
四
月
、
開
校
し
た
。
同
年
五
月
に
は
東
京
府
病
院
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
明
治
九
年
、
同
十
二
年
の
二
回
に
亘
る
医
術
開
業
試
験
規
則
改
正
に
よ
り
、
済
生
学
舎
は
施
設
の
整
備
に
迫
ら
れ
、
本
郷
区
湯
島
に
移
転
し
拡
張
し
た
。
即
ち
、
明
治
十
五
年
一
月
、
移
転
後
、
約
一
年
目
に
蘇
門
病
院
を
開
い
た
。
明
治
十
一
年
に
は
脚
気
病
院
事
務
長
を
兼
ね
、
医
業
取
締
と
な
っ
た
が
、
遠
田
澄
庵
等
と
有
名
な
漢
洋
脚
気
相
撲
を
行
つ
て
い
る
。
そ
し
て
東
京
府
病
院
長
兼
東
京
府
衛
生
課
出
仕
と
な
り
、
翌
十
二
年
に
は
コ
レ
ラ
流
行
に
対
し
、
避
病
院
長
を
兼
ね
、
七
月
、
衛
生
掛
臨
時
別
局
委
員
、
東
京
地
方
衛
生
会
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
十
三
年
に
至
り
、
脚
気
病
院
の
廃
止
に
際
し
、
内
務
省
御
用
掛
よ
り
文
部
省
御
用
掛
に
転
じ
、
学
校
衛
生
業
務
を
行
い
、
翌
十
四
年
に
は
警
視
庁
御
用
掛
、
巡
査
本
部
医
長
と
な
り
、
十
五
年
六
月
、
東
京
府
衛
生
課
長
、
七
月
に
は
東
京
検
疫
局
幹
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
七
年
九
月
、
中
央
衛
生
会
委
員
、
十
八
年
二
月
、
司
法
省
御
用
掛
兼
東
京
始
審
裁
判
所
詰
と
な
っ
て
断
訴
医
学
の
業
務
に
関
与
し
た
。
処
が
、
同
年
七
月
に
至
り
、
警
視
庁
医
長
兼
内
務
省
衛
生
局
第
一
部
長
五
等
出
仕
に
任
ぜ
ら
れ
、
漢
法
医
と
の
抗
争
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
十
九
年
、
内
務
省
を
辞
し
、
東
京
地
方
衛
生
会
委
員
、
中
央
衛
生
会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
て
、
殆
ん
ど
医
学
教
育
よ
り
遠
離
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
二
十
二
年
、
法
律
第
十
号
の
発
布
に
伴
い
、
日
本
薬
局
法
に
ょ
る
薬
品
取
締
規
則
が
完
備
し
、
医
師
は
薬
剤
師
と
同
様
の
権
利
を
有
し
、
患
者
が
医
師
の
処
で
薬
を
貰
う
と
医
師
の
処
方
箋
を
持
っ
て
薬
剤
師
の
許
へ
行
く
の
は
自
由
で
あ
る
が
、
実
際
上
、
薬
局
へ
行
く
の
は
大
学
病
院
の
外
来
患
者
程
度
で
、
他
は
殆
ん
ど
薬
剤
師
の
薬
局
を
顧
み
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
　
翌
二
十
三
年
、
国
会
開
設
時
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
が
、
薬
剤
師
は
自
己
存
在
の
擁
護
上
、
医
薬
分
業
を
主
張
し
、
医
薬
分
業
に
関
す
る
法
律
第
十
号
第
四
十
三
条
に
示
さ
れ
た
「
医
師
ハ
自
ラ
診
療
ス
ル
患
者
ノ
処
方
二
限
リ
第
二
十
六
条
第
二
十
七
条
第
二
十
九
条
二
従
ヒ
自
宅
二
於
テ
薬
剤
ヲ
調
合
シ
販
売
授
与
ス
ル
事
ヲ
得
此
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
第
三
十
八
条
ノ
監
視
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
と
い
う
条
項
を
廃
止
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
運
動
は
益
々
盛
ん
と
な
り
、
翌
二
十
四
年
に
至
り
、
法
律
の
改
正
を
議
会
に
請
願
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
長
谷
川
泰
は
「
乃
公
の
眼
の
黒
い
間
は
医
薬
分
業
丈
け
は
通
さ
せ
ぬ
」
と
云
っ
て
い
た
。
当
時
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
長
谷
川
泰
は
医
薬
分
業
反
対
を
行
っ
て
、
遂
に
は
一　268一
　
済
生
学
舎
の
薬
学
科
を
廃
止
し
て
了
っ
た
。
そ
れ
は
二
十
四
年
の
こ
と
　
で
あ
っ
た
。
　
　
明
治
二
十
八
年
四
月
、
臨
時
検
疫
局
検
疫
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
二
　
十
九
年
二
月
、
学
校
衛
生
顧
問
と
な
り
、
三
十
年
六
月
に
は
、
学
校
衛
　
生
顧
問
会
議
々
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
十
一
年
三
月
、
内
務
省
衛
生
局
長
　
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
永
楽
病
院
主
管
、
血
清
病
院
長
心
得
、
臨
時
検
　
疫
局
主
事
心
得
、
中
央
衛
生
会
幹
事
心
得
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
三
十
　
三
年
四
月
に
は
日
本
薬
局
方
調
査
会
長
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
多
忙
な
　
医
事
行
政
に
専
念
し
て
い
た
長
谷
川
泰
は
三
十
六
年
八
月
、
遂
に
不
備
　
な
済
生
学
舎
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
十
五
年
　
三
月
十
一
日
、
病
残
し
た
。
そ
の
門
人
に
は
、
小
口
忠
太
、
光
田
謙
輔
　
等
が
あ
る
。
　
処
で
、
長
谷
川
泰
は
長
崎
医
学
校
長
と
し
て
長
崎
に
着
任
間
も
な
く
、
長
崎
医
学
校
の
廃
校
と
い
う
悲
運
に
逢
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
丈
部
省
七
等
出
仕
で
あ
っ
た
坂
井
直
常
も
、
陸
軍
一
等
軍
医
正
と
し
て
転
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
十
月
十
二
日
付
、
達
書
に
よ
っ
て
、
長
崎
医
学
校
は
征
台
の
役
に
当
っ
て
兵
員
病
院
に
用
い
る
た
め
、
蕃
地
事
務
局
へ
引
渡
さ
れ
、
同
所
附
属
の
医
員
生
徒
等
は
同
局
と
熟
議
の
上
、
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
十
月
十
二
日
付
、
太
政
官
達
無
号
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
部
　
省
　
其
省
所
轄
長
崎
表
医
学
校
今
般
兵
員
病
院
に
相
用
候
条
蕃
地
事
務
局
へ
　
可
引
渡
尤
是
迄
同
所
附
属
之
医
員
生
徒
等
之
儀
ハ
同
局
熟
儀
之
上
処
分
　
可
致
此
旨
相
達
候
事
と
見
え
る
が
、
幕
府
以
来
、
改
革
に
改
革
を
重
ね
て
、
維
持
経
営
さ
れ
た
同
校
は
遂
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
学
生
等
は
東
京
医
学
校
に
転
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
後
の
山
根
正
次
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
十
月
十
九
日
、
出
仕
を
免
ぜ
ら
れ
、
正
七
位
の
位
記
返
上
を
も
命
ぜ
ら
れ
た
長
谷
川
泰
は
当
時
同
校
の
所
有
で
あ
っ
た
書
籍
、
器
具
、
器
械
、
現
金
等
の
全
財
産
を
東
京
医
学
校
に
送
り
、
そ
の
管
轄
と
し
た
。
　
な
お
、
前
年
三
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
検
梅
所
は
こ
の
長
崎
医
学
校
の
廃
止
を
み
た
七
年
十
月
に
、
寄
合
町
千
歳
屋
を
修
繕
し
て
、
再
び
開
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
監
督
を
勤
め
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
艦
隊
一
等
軍
医
ヒ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
長
崎
病
院
の
改
変
に
伴
う
在
留
外
国
人
た
ち
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
　
第
十
六
節
　
　
長
谷
川
泰
の
来
任
と
医
学
校
の
廃
止
　
長
崎
病
院
が
移
管
さ
れ
、
長
崎
医
学
校
が
廃
止
さ
れ
る
に
当
り
、
丈
部
省
は
そ
の
奉
職
者
に
賞
与
を
与
え
た
が
、
十
月
三
十
一
日
に
、
吉
田
健
康
は
奉
職
三
年
以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
金
七
十
五
円
を
文
部
省
よ
り
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
十
一
月
一
日
に
は
台
湾
蕃
地
事
務
局
傭
を
申
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
が
正
式
に
長
崎
病
院
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
が
、
人
事
問
題
を
先
に
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
十
一
月
七
日
、
文
部
省
は
布
達
第
二
十
八
号
を
以
て
、
長
崎
医
学
校
を
兵
員
病
院
と
し
て
蕃
地
事
務
局
に
引
渡
す
旨
を
次
の
よ
う
に
達
し
て
い
る
。
　
今
般
長
崎
医
学
校
兵
員
病
院
ト
シ
テ
蕃
地
事
務
局
へ
引
渡
候
条
此
旨
達
　
候
事
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